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第

回
総
会
は
５
月

日
に
開
催

７５

１０

Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
月
度
理
事
会
を
開
催

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
、
４

月

日
に
全
国
家
電
会
館
で
４
月
度
理
事
会
を
開
催

１２
し
、
５
月

日
に
行
わ
れ
る
第

回
通
常
総
会
等
に
つ

１０

７５

い
て
検
討
し
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
教
育
情
報
委
員
会

は
、
４
月
か
ら
新
鋭
社
員
向
け
の
研
修
会
を
複
数
、
開

催
し
た
。
第

回
新
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戦
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ゼ
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が
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５０
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日
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学
ん

だ
。
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屋
宮
芳
高
理
事
長

挨
拶

４
月
度
理
事
会
の
開
催
に
当
た

り
、
屋
宮
芳
高
理
事
長
は
「
４
月

に
な
っ
て
年
度
が
変
わ
り
、
皆
様

の
会
社
に
も
新
し
い
人
が
入
っ
て

き
た
か
と
思
う
。

人
手
不
足
と
い
う
こ
と
で
、
大

手
は
景
気
が
良
く
、賃
金
を
上
げ
、

人
を
確
保
す
る
と
い
う
動
き
に

な
っ
て
い
る
。

我
々
も
こ
の
ま
ま
で
良
い
と
い

う
訳
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
い
っ

た
対
応
に
追
随
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
か
と
思
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
業
界
で
働
き
た

い
、
こ
の
業
界
は
楽
し
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
そ
こ
を
目
指

し
て
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
そ
の
た
め
に
は
、
個
々
の
企

業
だ
け
で
な
く
、
東
京
、
そ
れ
以

外
の
地
域
も
含
め
て
力
を
合
わ
せ

ら
れ
る
と
こ
ろ
は
合
わ
せ
る
こ
と

挨
拶
す
る
屋
宮
理
事
長

が
大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

思
っ
て
い
る
。

最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、

い
た
る
と
こ
ろ
で
他
業
界
と
結
び

付
い
て
色
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
こ
う
い
う
こ
と
も
必
要

だ
と
思
う
。運
送
業
界
を
見
る
と
、

ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
て
も
品
物
を
一

緒
に
運
ぶ
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て

い
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
。我

々
も
今
ま
で
以
上
に
魅
力
あ

る
業
界
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
の
で
、
皆
さ
ん
に
活
発
な

議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、
業
界
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

今
日
の
理
事
会
は
、
来
月
に
行

わ
れ
る
総
会
に
向
け
、
決
算
や
収

支
予
算
、
役
割
等
の
話
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
と
挨
拶
し

た
。

事
務
局
か
ら
の
提
案
・
報
告

事
務
局
か
ら
は
渡
辺
勤
事
務
局

長
か
ら
次
の
提
案
と
報
告
が
行
わ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

①
令
和
５
年
度
収
支
決
算
報
告
に

つ
い
て

②
令
和
６
年
度
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て

③
第

回
通
常
総
会
提
出
議
案
に

７５

つ
い
て

④
第

回
通
常
総
会
の
役
割
分
担

７５

等
に
つ
い
て

①
令
和
５
年
度
収
支
決
算
報
告

に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
３
月
３１

日
現
在
の
貸
借
対
照
表
と
、
令
和

５
年
度
収
支
決
算
報
告
書
を
基
に

説
明
さ
れ
た
。

②
令
和
６
年
度
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
収
支

予
算
（
案
）
の
資
料
を
基
に
説
明

さ
れ
た
。

③
第

回
通
常
総
会
提
出
議
案

７５

に
つ
い
て
は
、
事
業
報
告
や
事
業

計
画
、
決
算
並
び
に
収
支
予
算
、

理
事
及
び
監
事
報
酬
等
に
つ
い
て

提
案
。

④
第

回
通
常
総
会
の
役
割
分

７５

担
等
に
つ
い
て
は
、
総
会
の
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
担
当
に
つ
い

て
提
案
と
確
認
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
こ
れ
以
外
に
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の

委
員
会
名
が
昨
年
５
月
に
変
更
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、『
Ｔ
Ｅ
Ｐ
活
用

ガ
イ
ド
』
で
の
表
記
を
反
映
さ
せ

た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

各
委
員
会
か
ら
の
報
告

続
い
て
、
各
委
員
会
か
ら
の
報

告
が
、
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。

組
織
委
員
会
（
�
口
亘
委
員
長
）

令
和
５
年
度
加
入
組
合
員
異
動

状
況
（
４
月
１
日
時
点
）
に
つ
い

て
、
組
合
員
数
が
２
社
減
で
１
１

６
社
、
賛
助
会
員
数
が
２
社
減
で

社
と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
。

２２会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
（
市
村
康

徳
委
員
長
）

令
和
６
年
度
労
働
災
害
補
償
制

度
申
込
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
。

永
年
勤
続
社
員
表
彰
者
の
推
移

状
況
に
つ
い
て
は
、

年
以
上
が

１０

８
社

名
、

年
以
上
が
７
社
９

１５

２０

名
、

年
以
上
が
５
社
８
名
で
合

３０

計

名
が
推
薦
さ
れ
た
こ
と
を
報

３２
告
。ま

た
４
月
に
実
施
さ
れ
た
親
睦

ゴ
ル
フ
が
好
評
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
再
度
、
親
睦
ゴ
ル
フ
を
企
画

す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
報
告
。

屋
宮
理
事
長
は
「
リ
ア
ル
の
結

び
付
き
を
増
や
し
て
い
き
た
い
の

で
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
案
内
が
あ
れ

ば
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

教
育
情
報
委
員
会
（
藤
巻
宏
直
委

員
長
）

新
鋭
社
員
教
育
他
受
講
者
の
推

移
状
況
に
つ
い
て
、
新
鋭
社
員
教

養
講
座
が

社

名
、
新
鋭
社
員

１５

５２

早
期
戦
力
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が

社
１６

名
が
参
加
し
た
こ
と
を
報
告
。

５６ま
た
１
年
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
に
つ
い
て
は
、
４
月

日
に
開

１６

催
し
、

社

名
が
参
加
予
定
で

１３

３６

あ
る
こ
と
こ
と
な
ど
を
報
告
。

ま
た
、
過
去
に
新
鋭
社
員
向
け

研
修
終
了
後
に
懇
親
会
が
実
施
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
新
鋭
社
員

向
け
に
懇
親
会
等
を
企
画
し
て
も

良
い
の
で
は
」
等
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
（
花
岡

Ｔ
Ｅ
Ｐ
活
用
ガ
イ
ド
も
更
新
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克
己
委
員
長
）

「
電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
４
」
に
つ
い

て
は
、
６
月

日
〜

日
に
掛

１２

１４

け
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催

さ
れ
、
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ

ｓ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ

＆

Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
（
略
称

�
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
）
に
、
Ｔ

Ｅ
Ｐ
と
Ｊ
Ｅ
Ｐ
か
ら
計

社
が
参

１４

加
す
る
こ
と
を
報
告
。

ま
た
、
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
の理事会では総会などについて検討

会
場
、
会
場
の
小
間
割
に
つ
い
て

説
明
。
加
え
て
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ

Ｐ
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
名
簿
と
新

カ
ラ
ー
を
採
用
し
た
エ
コ
バ
ッ
グ

を
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
な

ど
も
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
Ｅ
Ｃ
化
に
つ
い
て
、
検
討

を
進
め
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
要

望
等
が
あ
れ
ば
い
た
だ
き
た
い
と

報
告
。

屋
宮
理
事
長
は
「
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ

ｈ
ｏ
ｗ
を
メ
ー
カ
ー
の
方
に
も
ア

プ
ロ
ー
チ
し
、
我
々
の
名
前
で
出

展
し
、
メ
ー
カ
ー
の
方
に
展
示
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
な
の

で
、
も
っ
と
展
示
ブ
ー
ス
を
広
げ

た
い
と
思
う
。
皆
様
に
は
、
メ
ー

カ
ー
へ
の
声
掛
け
も
お
願
い
し
た

い
。ま

た
、卸
組
合
の
魅
力
と
し
て
、

東
京
全
体
で
ネ
ッ
ト
販
売
を
活
発

化
で
き
れ
ば
と
思
う
」
な
ど
と

語
っ
た
。

そ
の
他

最
後
に
、
次
回
の
理
事
会
は
、

５
月

日
に
東
天
紅
で
開
催
さ

１０

れ
、
理
事
会
終
了
後
に
第

回
通

７５

常
総
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
４
月
度
理
事
会
は
終
了

し
た
。
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１
月
度
理
事
会
を
開
催

総
会
等
の
行
事
や
研
修
を
確
認

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
１
月

日
、
１
月

２５

度
Ｔ
Ｅ
Ｐ
理
事
会
を
全
国
家
電
会

館
で
開
催
し
た
。

屋
宮
理
事
長

挨
拶

開
催
に
当
た
り
、
屋
宮
芳
高
理

事
長
が
能
登
半
島
地
震
へ
の
お
見

舞
い
と
他
地
区
の
新
年
会
に
参
加

し
た
こ
と
を
語
っ
た
後
、「
東
京
と

全
国
で
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
、
各
地
域
に
も
共
有
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
東
京
は
先

行
し
て
進
め
て
い
き
た
い
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」
な
ど

と
挨
拶
し
、
理
事
会
が
開
始
さ
れ

た
。

事
務
局
か
ら
の
報
告
と
提
案

事
務
局
か
ら
は
、
渡
辺
勤
事
務

局
長
が
「
第

回
通
常
総
会
（
案
）

７５

に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
提
案
。

２
月
８
日
に
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｄ
Ｃ
×
Ｊ

Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ

ナ
ー
を
リ
ア
ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
も
報
告
。

〈
各
委
員
会
報
告
〉

各
委
員
会
か
ら
は
、
次
の
よ
う

に
報
告
が
あ
っ
た
。

組
織
委
員
会
（
�
口
亘
委
員
長
）

加
入
組
合
員
の
異
動
が
令
和
５

年
１
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、
組

合
員
数
が
１
１
７
社
、
賛
助
会
員

が

社
で
あ
る
こ
と
を
報
告
。

２３ま
た
機
関
誌
『
東
京
電
機
卸
』

の
協
賛
広
告
の
協
力
（
案
）
に
つ

い
て
も
報
告
さ
れ
た
。

教
育
情
報
委
員
会
（
藤
巻
宏
直
委

員
長
）

女
性
社
員
＆
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

ス
キ
ル
・
マ
イ
ン
ド
向
上
研
修
を

２
月

日
に
開
催
予
定
で
あ
る
こ

１６

と
が
報
告
さ
れ
た
。

会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
（
市
村
康

徳
委
員
長
）

「
労
働
災
害
補
償
制
度
」中
間
事

故
報
告
に
加
え
、
第
１
１
０
回
親

善
野
球
大
会
を
４
月
７
日
に
開
幕

予
定
で
あ
る
こ
と
を
報
告
。

ま
た
永
年
勤
続
社
員
表
彰（
案
）

に
つ
い
て
は
、
会
員
企
業
各
社
に

向
け
、
該
当
者
の
推
薦
を
依
頼
す

る
こ
と
な
ど
を
報
告
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
（
花
岡

克
己
委
員
長
）

電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
展
２
０
２
４
が
６
月

日
１２

〜

日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
、

１４
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ

＆

Ｕ

ｎ
ｉ
ｔ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
の
出
展
企
業

募
集
に
つ
い
て
も
報
告
。

ま
た
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
た
。

そ
の
他
報
告
事
項

次
回
の
Ｔ
Ｅ
Ｐ
理
事
会
を
、
４

月

日
に
開
催
予
定
で
あ
る
こ
と

１２
も
報
告
さ
れ
た
。

１月度理事会を開催
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Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｄ
Ｃ
×
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
香
港
事
情
を
紹
介

全
国
電
子
部
品
流
通
連
合
会

（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
と
東
京
都
電
機
卸
商

業
協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）、
香
港
貿

易
発
展
局
（
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｄ
Ｃ
）
は
２

月
８
日
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
「
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｄ
Ｃ
×
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ

Ｅ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
香
港
貿
易
発

展
局
東
京
事
務
所
長
の
伊
東
正
裕

氏
、
近
畿
電
子
部
品
卸
商
組
合
理

事
長
・
Ｊ
Ｅ
Ｐ
副
会
長
・
東
亜
無

線
電
機
代
表
取
締
役
社
長
の
江
見

佳
之
氏
、
Ｉ
Ｔ
・
家
電
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
安
蔵
靖
志
氏
を
講
師
に

迎
え
、香
港
の
役
割
や
ビ
ジ
ネ
ス
、

香
港
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
フ
ェ
ア

に
つ
い
て
学
ぶ
も
の
。

屋
宮
芳
高
会
長
は
「
香
港
で
ビ

ジ
ネ
ス
を
さ
れ
て
い
る
江
見
副
会

長
の
話
な
ど
を
聞
き
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
有
用
な
も
の
を
掴
ん
で
い
た
だ

き
た
い
」
な
ど
と
挨
拶
。

続
い
て
、伊
東
講
師
に
よ
る「
香

港
の
機
能
と
役
割
」
に
つ
い
て
の

講
演
が
ス
タ
ー
ト
し
、
香
港
の
価

値
や
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
で

の
研
究
開
発
の
環
境
等
を
紹
介
。

ま
た
江
見
講
師
が
「
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
分
野
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
ハ

ブ
と
し
て
の
香
港
と
の
連
携
と
活

用
法
」
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
、

「
我
々
の
業
界
の
企
業
が
進
出
し

て
も
、
事
業
内
容
や
形
態
を
工
夫

す
れ
ば
、
チ
ャ
ン
ス
は
十
分
に
あ

る
と
思
う
」
な
ど
と
事
例
を
交
え

て
語
っ
た
。

最
後
に
安
蔵
講
師
が
「
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
香
港
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
・
フ
ェ
ア
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
目
か
ら
見
た
そ
の
価
値
と
有
用

性
」
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

リアルとＷＥＢで講演を実施

屋宮会長伊東講師

江見講師安蔵講師
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電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
４

Ｅ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
に

社
が
参
加
！

１４

電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
展
２
０
２
４
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
）
が
６
月

日
〜

１２

１４

日
の
日
程
で
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
東
展
示
棟
で
開
催
さ
れ
る
。

ま
た
全
国
電
子
部
品
流
通
連
合

会
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
と
東
京
都
電
機
卸

商
業
協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
、

Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
を
構
成
す

る
展
示
会
の
１
つ
で
あ
る
「
Ｅ
ｌ

ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ

Ｃ
ｏ
ｍ

ｐ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ

＆

Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
（
略
称
は
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
）」
に
参
画
す
る
。

な
お
、
昨
年
の
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ

ｈ
ｏ
ｗ
は
５
１
７
社
が
出
展
、
約

４
万
８
千
人
が
来
場
、
コ
ロ
ナ
前

の
開
催
規
模
に
近
づ
い
て
き
た
。

ま
た
本
年
の
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ

ｗ
に
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
か
ら
三
共
社
、

ジ
ュ
パ
、
メ
ト
ロ
電
気
、
ア
ー
ル

電
子
、
日
川
電
機
、
飯
田
通
商
、

グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
コ

ア
ス
タ
ッ
フ
、
ノ
マ
電
気
の
９
社

昨
年
の
Ｅ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
会
場
の
様
子

Ｊ
Ｅ
Ｐ
・
Ｔ
Ｅ
Ｐ
と
し
て
も
出
展

が
参
加
す
る
予
定
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
か
ら
は
、
岡
本
無
線
電

機
、
東
亜
無
線
電
機
、
Ｎ
Ｎ
Ｐ
、

ツ
ル
タ
制
御
機
器
、
成
電
社
の
５

社
が
参
加
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。加

え
て
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
・
Ｔ
Ｅ
Ｐ
と

し
て
も
ブ
ー
ス
出
展
し
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ

会
員
名
簿
と
エ
コ
バ
ッ
グ
を
配
布

す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
組
織

で
あ
る
の
か
を
伝
え
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

昨
年
の
来
場
者
分
析
を
見
る

と
、
従
来
の
電
子
・
電
気
機
器
製

造
関
係
の
来
場
者
に
と
ど
ま
ら

ず
、
新
し
い
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

分
野
で
の
来
場
者
層
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
新
規
開
拓
を
求
め
て

来
場
す
る
客
層
が
一
定
数
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
基
調
講
演
も
含
め
て
多

く
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
例

年
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
か
ら
の
評

価
が
高
い
こ
と
も
、
同
展
の
特
徴

と
な
っ
て
い
る
。
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営
業
の
た
め
の
商
談
折
衝
力
ア
ッ
プ
研
修

名
が
商
談
の
準
備
や
話
法
な
ど
を
学
ぶ

７２東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

教
育
情
報
委
員
会
は
２
０
２
３
年

月

日
、
図
解
工
房
の
山
本
稔

１１

１７

氏
を
講
師
に
招
き
、
営
業
の
た
め

の
商
談
折
衝
力
ア
ッ
プ
研
修
を
開

催
。

社
か
ら

名
が
参
加
す
る

２５

７２

盛
況
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

開
催
に
当
た
り
、
藤
巻
宏
直
教

育
情
報
委
員
長
が
「
こ
の
営
業
の

た
め
の
商
談
折
衝
力
ア
ッ
プ
研
修

は
、
昨
年
、
山
本
講
師
に
行
っ
て

い
た
だ
き
大
好
評
だ
っ
た
。

環
境
変
化
が
激
し
い
中
、
営
業

ス
タ
イ
ル
も
日
々
、
臨
機
応
変
に７２名が研修に参加

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
研
修
で

多
く
の
気
付
き
を
得
て
、
明
日
か

ら
の
行
動
に
つ
な
げ
、
活
動
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
山
本
講
師
は
「
聞
く
だ

け
で
は
な
く
、
聞
い
た
こ
と
を
シ

ナ
リ
オ
に
落
と
し
、
口
に
出
し
て

相
手
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
か
ど

う
か
が
、
営
業
と
い
う
仕
事
。
営

業
の
原
点
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
な
る
。
自
分
と
お
客
様
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
会

話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
原
則
」

な
ど
と
語
り
、研
修
が
ス
タ
ー
ト
。

研
修
で
は
「
商
談
折
衝
力
の
流

れ
の
解
説
」「
商
談
前
の
活
動
」「
商

談
の
話
題
作
り
と
ク
レ
ー
ム
対

応
」「
商
談
の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
に

必
要
な
３
つ
の
重
要
ス
キ
ル
」
を

中
心
に
学
ん
だ
。

研
修
終
了
後
、
山
本
講
師
は
ア

ド
バ
イ
ス
と
し
て
「
今
、
取
引
を

さ
れ
て
い
る
お
客
様
は
、
長
い
付

き
合
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
太
い

パ
イ
プ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
商
品
に
つ
い
て
お
客
様

が
知
っ
て
い
て
当
た
り
前
と
い
う

こ
と
が
根
底
に
あ
る
。

一
方
、
新
規
の
お
客
様
を
メ
イ

ン
に
扱
う
会
社
は
、
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン（
デ
モ
）を
大
切
に
し

て
い
る
。
こ
の
デ
モ
を
し
っ
か
り

と
行
っ
て
い
る
の
が
キ
ー
エ
ン
ス

社
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
同

社
は
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、
翌

日
に
は
機
械
を
設
置
し
、
現
場
に

持
っ
て
い
く
。そ
れ
く
ら
い
、デ
モ

を
大
切
に
し
、準
備
も
し
て
い
る
。

こ
れ
を
電
子
部
品
で
行
う
な

ら
、
デ
モ
、
セ
ミ
ナ
ー
、
自
社
展

藤巻委員長

山本講師

示
会
な
ど
を
上
手
く
活
用
し
、
人

間
関
係
を
深
く
す
る
こ
と
も
必
要

だ
と
思
う
。そ
う
い
う
意
味
で
は
、

展
示
会
な
ど
で
説
明
員
の
方
の
プ

レ
ゼ
ン
の
練
習
な
ど
も
あ
っ
て
も

良
い
と
思
う
。
自
分
の
言
葉
で
提

案
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
デ
モ
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

が
大
切
に
な
る
。ま
た
、メ
ー
カ
ー

と
上
手
く
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
密
接

で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
新

し
い
情
報
が
い
つ
で
も
入
っ
て
く

る
こ
と
を
見
せ
る
こ
と
も
必
要
だ

と
思
う
。

今
回
の
研
修
で
は
ポ
イ
ン
ト
の

み
を
行
っ
た
。
ぜ
ひ
、
自
分
で
営

業
話
法
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
り
、
仲

間
内
で
そ
れ
を
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
し
て
経
験
値
を
積
ん
で
ほ
し

い
」
な
ど
と
語
っ
た
。
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女
性
社
員
＆
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ス
キ
ル
・
マ
イ
ン
ド
向
上
研
修

名
が
参
加
し
、挑
戦
テ
ー
マ
を
発
表

６１東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

教
育
情
報
委
員
会
は
２
月

日
、

１６

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ

Ｙ
ｕ
ｍ
ｉ
の
片

野
由
美
子
氏
を
講
師
に
招
き
、
組

織
力
強
化
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
女
性
社
員

＆
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ス
キ
ル
・
マ

イ
ン
ド
向
上
研
修
を
開
催
し
た
。

研
修
に
は

社
か
ら

名
が
参
加

１４

６１

し
た
。

研
修
の
開
催
に
先
立
ち
、
藤
巻

宏
直
教
育
情
報
委
員
長
は「
昨
今
、

労
働
力
不
足
が
指
摘
さ
れ
、
女
性

の
皆
さ
ん
の
働
き
や
す
い
環
境
を

作
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。皆

さ
ん
を
送
り
出
し
た
上
司
の

方
は
、
楽
し
い
気
持
ち
で
働
い
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
か
と
思

う
。
ぜ
ひ
、
本
日
の
研
修
を
明
日

か
ら
の
具
体
的
な
行
動
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
き
た
い
」な
ど
と
挨
拶
。

続
い
て
片
野
講
師
は
自
分
の
経

歴
な
ど
を
紹
介
し
た
後「
今
日
は
、

脳
科
学
に
基
づ
く
人
の
考
え
方
の

癖
に
よ
る
性
格
や
行
動
に
つ
い
て

体
験
し
て
い
た
だ
き
、
考
え
方
の

見
え
る
化
等
を
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
と
挨
拶
。

研
修
で
は
、
目
標
と
進
め
方
、

自
身
が
「
ヤ
ッ
タ
！
」
と
思
っ
た

こ
と
を
列
挙
す
る
再
認
識
、
脳
科

学
に
よ
る
思
考
パ
タ
ー
ン
の
個
人

差
を
含
め
た
自
分
と
他
者
の
考
え

方
の
違
い
、
自
分
、
部
署
、
会
社

の
強
み
や
弱
み
を
把
握
す
る
活
躍

資
源
の
分
析
、
目
標
達
成
の
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
や
時
系
列
で
の
達
成

目
標
を
含
め
た
挑
戦
テ
ー
マ
の
発

掘
、
目
標
達
成
の
た
め
の
実
施
項

目
立
案
な
ど
も
含
め
た
詳
細
実
行

計
画
の
策
定
な
ど
を
実
施
。
最
後

挨拶する藤巻委員長

片野講師

自分の挑戦テーマ等を発表

に
は
研
修
参
加
者
全
員
が
自
分
の

挑
戦
す
る
テ
ー
マ
を
発
表
し
た
。

研
修
終
了
後
、片
野
講
師
は「
研

修
で
は
目
標
を
決
め
、
達
成
に
向

け
て
の
計
画
も
作
っ
た
。
第
一
歩

を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
。

会
社
に
は
、
参
加
者
か
ら
報
告

を
す
る
の
が
筋
だ
が
、
自
分
か
ら

い
け
な
い
方
も
い
る
の
で
、
上
司

の
方
に
は
『
ど
ん
な
こ
と
を
勉
強

し
て
き
た
？
』
な
ど
と
聞
い
て
い

た
だ
き
、
実
行
の
チ
ャ
ン
ス
を
提

供
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
受
身
の
方
が
増
え
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
い
っ

た
方
は
、何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、『
こ
れ
を
行
う
こ
と

で
こ
の
成
果
が
出
る
』
と
伝
え
て

ほ
し
い
。
人
は
『
で
き
た
』
が
重

な
る
と
積
極
的
に
な
る
。

情
報
を
与
え
る
側
か
ら
す
る
と

過
保
護
と
思
う
か
も
し
れ
な
い

が
、
成
功
を
味
合
わ
せ
る
こ
と
が

大
切
。

『
教
え
て
く
れ
な
い
か
ら
で
き

な
い
な
ん
て
甘
え
る
な
』
と
思
う

か
も
し
れ
な
い
が
、
分
か
ら
な
い

も
の
は
分
か
ら
な
い
。

成
功
体
験
で
あ
る
『
で
き
た
ら

嬉
し
い
』
と
い
う
も
の
は
、
皆
が

持
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
、
成
功

を
味
合
わ
せ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ

た
。
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第

回
新
鋭
社
員
教
養
講
座

６７名
が
社
会
人
の
心
構
え
を
受
講

５２東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
教
育
情
報
委
員
会
は

４
月
１
日
、
全
国
家
電
会
館
で
第

回
新
鋭
社
員
教
養
講
座
を
開
催

６７し
、新
入
社
員

名
が
参
加
し
た
。

５２

開
催
に
当
た
り
、
屋
宮
芳
高
理

事
長
が
入
社
の
お
祝
い
を
述
べ
、

秋
葉
原
や
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の
歴
史
に
つ
い

て
紹
介
し
た
後
「
皆
さ
ん
に
は
、

長
い
時
間
が
あ
る
。
小
さ
な
こ
と

か
ら
良
い
こ
と
を
積
み
上
げ
れ

ば
、
か
な
り
の
こ
と
が
で
き
る
」

な
ど
と
激
励
し
た
。

続
い
て
、
中
小
企
業
診
断
士
で

あ
る
川
崎
朋
子
講
師
に
よ
る
「
新

鋭
社
員
向
け
導
入
研
修
」を
開
始
。

研
修
で
は
、
社
会
人
と
し
て
の

心
構
え
、
仕
事
と
は
、
仕
事
を
進

め
る
た
め
の
３
つ
の
基
礎
ス
キ

ル
、
仕
事
を
進
め
る
上
で
の
前
提

や
、
川
崎
講
師
の
営
業
時
代
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
学
習
。

社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
で

は
、
基
礎
的
な
部
分
に
加
え
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
の
注
意
点
な
ど
に

つ
い
て
説
明
。

ま
た
仕
事
を
進
め
る
た
め
の
３

つ
の
基
礎
ス
キ
ル
で
は
、
①
「
仕

挨拶する屋宮理事長

電話応対の練習も実施

事
の
準
備
ス
キ
ル
」、
②
「
仕
事
の

提
供
ス
キ
ル
」、③「
対
人
ス
キ
ル
」

に
つ
い
て
説
明
。

問
い
に
対
し
て
結
論
を
返
し
、

そ
こ
か
ら
結
論
に
至
っ
た
理
由
と

詳
細
を
説
明
す
る
と
い
う
基
礎
ス

キ
ル
を
使
い
、
初
任
給
の
使
い
道

を
テ
ー
マ
と
し
た
発
表
や
、
電
話

応
対
の
練
習
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

最
後
に
川
崎
講
師
は
「
自
分
が

仕
事
の
決
定
権
を
持
て
る
よ
う
に

な
る
と
、
仕
事
の
面
白
さ
が
変

わ
っ
て
く
る
。
皆
さ
ん
に
は
、
そ

れ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

本
日
の
研
修
で
は
、
そ
の
た
め

の
基
礎
を
圧
縮
し
て
詰
め
込
ん

だ
。
何
か
１
つ
で
も
役
に
立
て
ば

と
思
う
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
も

送
ら
れ
た
。

川崎講師
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第

回
新
鋭
社
員
早
期
戦
力
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

４８
名
が
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
を
学
ぶ

５５東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

教
育
情
報
委
員
会
は
４
月
２
日
〜

４
日
に
掛
け
、
第

回
新
鋭
社
員

４８

早
期
戦
力
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催

し
、
社
か
ら

名
が
参
加
し
た
。

１６

５５

講
師
は
、
図
解
工
房
の
山
本
稔
氏

が
務
め
た
。

開
催
に
当
た
り
、
藤
巻
宏
直
教

育
情
報
委
員
長
は
「
先
日
ま
で
は

学
生
で
あ
り
、
お
金
を
払
っ
て
教

え
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
仕
事
の
プ
ロ
と
し
て
結
果
を

出
し
て
報
酬
を
も
ら
う
。

黙
っ
て
い
て
教
え
て
も
ら
う
こ

と
が
当
た
り
前
で
は
な
く
な
る
。

し
か
し
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
先

輩
に
聞
き
、
メ
モ
を
取
り
、
吸
収

し
、
成
長
し
て
ほ
し
い
。

己
紹
介
に
加
え
、
学
生
と
社
会
人

の
違
い
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
席
次
や
名
刺
交

換
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
応
対
、
ビ
ジ

ネ
ス
文
書
の
作
成
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

ス
キ
ル
、
分
か
り
や
す
い
ス
ピ
ー

チ
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
向
上
、
問
題
意
識
や
問
題
解
決

の
フ
ロ
ー
な
ど
に
つ
い
て
研
修
が

行
わ
れ
、
参
加
者
ら
に
よ
る
議
論

や
意
見
交
換
も
交
わ
さ
れ
た
。
ま

た
、
行
動
指
針
等
の
作
成
も
行
わ

れ
た
。

研
修
の
最
後
、山
本
講
師
は「
研

修
で
は
皆
さ
ん
に
散
々
、
悪
口
を

言
っ
た
が
、
世
の
中
を
変
え
る
の

は
、
ば
か
者
、
よ
そ
者
、
若
者
に

な
る
。

実
は
、
ネ
ッ
ト
技
術
、
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
な
ど
は
皆
さ
ん
が
最
先

端
に
い
る
。
皆
さ
ん
の
良
い
と
こ

ろ
を
会
社
で
活
か
す
こ
と
で
、
会

社
を
、
世
の
中
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
激
励
し
、
研
修
は
終

了
し
た
。

研
修
終
了
後
、
山
本
講
師
は
新

鋭
社
員
た
ち
の
印
象
と
注
意
点
に

激励する藤巻委員長

３
日
間
で
他
社

の
方
と
話
す
こ
と

に
な
る
。
取
引
の

あ
る
会
社
も
多

い
。
人
と
人
の
結

び
付
き
は
重
要
な

の
で
、
今
日
の
出

会
い
と
縁
を
大
切

に
し
、
同
期
の
仲

間
と
し
て
切
磋
琢

磨
し
、
親
交
を
深

め
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
た
。

こ
の
後
、
山
本

講
師
に
よ
る
研
修

が
開
始
さ
れ
た
。

研
修
で
は
、
自

研修の目的を語る山本講師

参加者はグループワークも実施

つ
い
て
「
今
年
の
新
人
だ
が
、
明

る
く
見
え
る
。
積
極
的
に
挙
手
を

す
る
人
が
多
く
い
た
。
ま
た
何
か

を
書
い
て
ほ
し
い
、
ま
と
め
て
ほ

し
い
と
話
し
た
時
、
素
早
く
行
え

る
が
、
見
返
す
こ
と
が
で
き
て
い

な
い
部
分
が
あ
る
。こ
れ
以
外
に
、

メ
モ
な
ど
も
要
領
よ
く
取
る
こ
と

が
で
き
、
大
切
な
部
分
を
押
さ
え

ら
れ
て
い
る
。

ぜ
ひ
上
司
の
方
に
は
、
こ
の
研

修
で
新
人
た
ち
が
作
成
し
た
行
動

指
針
等
の
レ
ポ
ー
ト
に
コ
メ
ン
ト

を
入
れ
て
お
返
し
す
る
の
で
、
こ

れ
を
見
て
か
ら
面
談
を
お
願
い
し

た
い
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
多
く
な
っ

て
い
る
場
合
で
も
、
月
に
１
回
、

面
談
等
を
し
て
い
た
だ
き
、
フ
ォ

ロ
ー
を
お
願
い
し
た
い
。

気
に
な
っ
た
点
は
、
名
刺
交
換

や
電
話
応
対
の
練
習
時
、
慣
れ
て

い
な
い
た
め
か
、
少
し
だ
が
ピ
リ

ピ
リ
し
て
い
る
様
子
が
あ
っ
た
の

で
、
気
を
つ
け
て
見
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
う
」
な
ど
と
語
っ
た
。
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第

回
新
鋭
社
員
１
年
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

１９強
み
の
把
握
と
主
体
的
な
話
し
掛
け
を
助
言

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

教
育
情
報
委
員
会
は
４
月

日
、

１６

第

回
新
鋭
社
員
１
年
後
フ
ォ

１９
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
催
し
、

社
か
ら

名
が
参
加
し
た
。
講

１３

３５

師
は
、
図
解
工
房
の
山
本
稔
氏
が

務
め
た
。

開
催
に
当
た
り
、
藤
巻
宏
直
教

育
情
報
委
員
長
は
「
本
日
は
社
会

人
２
年
生
の
方
が
多
い
と
思
う
。

２
週
間
前
に
は
皆
さ
ん
の
後
輩
が

新
鋭
社
員
研
修
を
受
け
た
。

が
入
っ
た
時
に
は
、
１
つ
上
の
先

輩
が
最
も
成
長
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
ぜ
ひ
、
２
年
目
の
年
を
有

意
義
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
た
。

こ
の
後
、
山
本
講
師
は
研
修
の

内
容
と
し
て
、「
２
年
次
社
員
の
あ

り
方
」「
１
年
目
と
違
い
、
２
年
目

は
他
の
人
を
動
か
す
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」「
問
題
を
見
つ

け
、
指
示
さ
れ
た
こ
と
を
よ
り
低

コ
ス
ト
で
効
率
良
く
行
う
仕
事
を

改
善
す
る
問
題
解
決
力
」「
５
年

後
、

年
後
を
考
え
、
キ
ャ
リ
ア

１０

を
積
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

自
分
の
将
来
を
考
え
る
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
つ
い
て
」
と
な
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
。

参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
発
表
も
含

め
た
研
修
を
実
施
。
最
後
に
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
今
後
の

目
標
の
明
確
化
も
行
っ
た
。

研
修
の
最
後
、山
本
講
師
は「
皆

さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
と
い
う
特
殊
な

環
境
を
生
き
抜
い
て
き
た
。
こ
れ

は
皆
さ
ん
の
生
活
、
能
力
に
も
影

響
を
与
え
て
い
る
。
皆
さ
ん
は
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面

談
、
ク
ラ
ウ
ド
活
用
な
ど
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
身
に
付
け
た
。
皆
さ
ん
の

強
み
と
し
て
活
か
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
と
い
う
特
殊
な

環
境
下
で
、
会
話
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
押
さ
え
つ
け

ら
れ
た
の
で
、
磨
い
て
ほ
し
い
。

自
分
か
ら
話
し
掛
け
、
問
い
掛
け

な
い
と
、こ
の
能
力
は
伸
び
な
い
。

自
分
自
身
の
能
力
ア
ッ
プ
に
努

め
て
ほ
し
い
」
と
ま
と
め
た
。

藤巻委員長

山本講師

研
修
終
了
後
、
山
本
講
師
は
研

修
参
加
者
に
つ
い
て
「
１
年
が
経

過
し
、
自
信
を
持
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
一
方
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
受
け
、
昼
食
時
な
ど
は
黙
食

が
身
に
つ
い
て
お
り
、
癖
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

彼
ら
に
は
、
強
み
で
あ
る
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
等
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
技
術
を
社
内
で
活
か
す
よ

う
に
話
し
て
あ
る
。ま
た
、ウ
ィ
ー

ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
会
話
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
つ
い

て
は
、自
ら
話
し
掛
け
、上
司
に
同

行
を
頼
ん
だ
り
、
展
示
会
へ
の
参

加
を
希
望
す
る
よ
う
に
伝
え
た
。

ぜ
ひ
、上
司
や
先
輩
の
方
に
は
、

こ
の
世
代
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
同
行

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
抜
擢
な
ど

の
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
て
あ
げ
て
ほ

し
い
。
ま
た
言
わ
れ
る
こ
と
を
待

つ
世
代
で
あ
り
、
断
れ
な
い
世
代

で
も
あ
る
の
で
、
業
務
量
な
ど
も

含
め
て
見
て
あ
げ
て
ほ
し
い
」
と

し
て
い
る
。

皆
さ
ん
は

今
ま
で
は
先

輩
に
聞
き
、

教
え
て
も
ら

う
側
だ
っ
た

が
、
こ
れ
か

ら
は
後
輩
に

聞
か
れ
る
、

教
え
る
側
に

な
る
。
教
え

る
と
い
う
こ

と
は
、
自
分

が
理
解
し
て

い
な
い
と
難

し
い
。
し
か

し
、
自
分
の

成
長
の
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ

る
。新

入
社
員

将来に向けたキャリアアップの重要性なども語られた
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発
行
人

屋
宮

芳
高

編
集
委
員
長

�
口

亘

編
集
委
員

小
池

一
義

〃

渡
辺

勤

『
東
京
電
機
卸
』

機
関
誌
編
集
委
員
会

５
月
（
皐
月
）

５
月

日
（
金
）

時
〜

時

１０

１３

１４

理
事
会
（
東
天
紅
）

５
月

日
（
金
）

時

分
〜

１０

１４

３０

時

第

回
通
常
総
会（
同
）、

１８

７５

永
年
勤
続
者
表
彰
式

６
月
（
水
無
月
）

６
月

日
〜

日（
水
〜
金
）

１２

１４

電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
展
２
０
２
４
（
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

７
月
（
文
月
）

７
月
２
日
（
火
）

時

分
〜

１３

３０

時

分

正
副
理
事
長
・
委

１４

３０

員
長
会
議
（
全
国
家
電
会
館
１

階
会
議
室
）

７
月
２
日
（
火
）

時

分
〜

１４

３０

時

分

理
事
会
（
全
国
家

１５

３０

電
会
館
１
階
会
議
室
）

７
月
２
日
（
火
）

時

分
〜

１５

３０

時

組
合
講
演
会
（
全
国
家

１７電
会
館
５
階
講
堂
）

７
月
５
日
（
金
）

時

分
〜

１４

３０

時

分

全
国
電
子
部
品
流

１６

３０

通
連
合
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
理
事
会

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
）

９
月
（
長
月
）

９
月
４
日
（
水
）
９
時

分
〜

３０

時

第

回
新
鋭
社
員
６
カ

１７

３５

月
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

（
全
国
家
電
会
館
１
階
会
議
室
）

９
月
６
日
（
金
）

時
〜

時

１４

１６

分

年
金
・
経
済
講
演
会（
全

３０国
家
電
会
館
５
階
講
堂
）

９
月

日
（
金
）

時
〜

時

１３

１２

１４

Ｊ
Ｅ
Ｐ
監
事
会
（
全
国
家
電

会
館
４
階
Ｂ
会
議
室
）

月
（
神
無
月
）

１０
月

日
〜

日（
火
〜
金
）

１０

１５

１８

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
４
（
幕

張
メ
ッ
セ
）

月

日
（
水
）

時
〜

時

１０

１６

１２

１３

分

Ｊ
Ｅ
Ｐ
理
事
会
（
東
京

２０ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

月

日
（
水
）

時

分
〜

１０

１６

１３

３０

時

Ｊ
Ｅ
Ｐ
第

回
通
常
総

１８

５０

会
（
同
）

月
（
霜
月
）

１１
月
８
日
（
金
）

時

分
〜

１１

１３

３０

時

分

正
副
理
事
長
・
委

１４

３０

員
長
会
議
（
全
国
家
電
会
館
１

階
会
議
室
）

～訂正とお詫び～

東京電機卸１７６号１０頁において、㈱三共電子と表記する
ところを㈱三協電子、また富士エレックス㈱と表記す
るところを富士エレック㈱と、誤った社名を掲載いた
しました。㈱三共電子様と富士エレックス㈱様にお詫
び申し上げると共に、訂正させていただきます。




